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 論文審査の結果の要旨
 本論文は近畿三角帯および周辺部における第四紀。)地形発達と地殻運動を明らかにしたも。)で・
 先ず和泉山地・讃岐山地北側に分布する大阪層群妓下部層および相当層に含まれる外帯由来礫によ
 って,両山地の形成開始期の地形を復元し,両山地の成長に伴って中央構造線0)活動がおこ軌紀
 川・吉野川0)河谷に湖沼性の堆積物が堆積したことを明らかにした。この時期の断層は逆断層で,
 応力場としては南北方向0)圧縮がはたらいたことを推定している。
 第四紀後半になると湖沼性堆積物は河床性堆積物に変り,段丘が形成され・束西性の断層は右横
 ずれ運動となり,南北性の断層は逆断層となって現在σ)地形に近づいてきた。こ0)状況は応力場と
 しては東西方向。)圧縮がはたらいたことを推定させるも。)で,この地域においては第四紀中ごろに
 届春力場0)転換力;あったことをノゴくす。
 地形学の手法を駆使して古地理を復元し,山地の成長,断層運動などを明らかにした研究で,多
 くσ)新知見を提出したものであり,本論文は理学博士0)学位論文として合格と認める。
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